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観測者が観測結果をAAVSO国際デ－タベ－スに
組み込むには、観測者は、AAVSO本部に観測結果
を提出しなければならない。報告書の作成法とか
提出法には何通りかあるあるが、肝心な事は、一
つの報告方法のみを使用する事であり、同一観測
結果を一回以上送付しない事である。

提出方法が何であれ、報告はこの手引き書の
41-43ペ－ジに記載された標準AAVSOフォ－マ
ットに乗っ取って行われねばならない。AAVSOフ
ォ－マット標準化はAAVSO国際デ－タベ－スに
一貫性を持たせる意味で基本的な事である。こ
のフォ－マットは、一方で又毎月40,000件余りの
観測結果をAAVSOに寄せられる処理を大いに
容易にする。

AAVSO本部に入ってくる観測は観測者が観測結
果を提出した時に使用した方法に従って処理さ
れる。AAVSOのウエブサイトとか電子メ－ルで送
られてきた観測結果は自動的に「クイックルック」
のオンラインファイルに追加される。

第6章 － 観測結果をAAVSOに報告する方法

電話ないし、ファックスで送られてきたものはデジ
タル化されAAVSOのスタッフにより「クイック　ル
ック」ファイルに追加される。郵送により送付され
てきた観測は本部でデジタル化される。各月の末
後、その月に送付されてきた全デ－タは処理がな
されてAAVSO国際デ－タベ－スに追加される。

もしも観測者が何らかの天文クラブに所属してい
るか、観測者が別の観測者と共同して観測してい
るのであれば、各報告者はそれぞれ個々に観測
報告を作成して別々に報告して貰いたい。

インタ－ネットを介しての報告－WebObs

好まれて、かつ現在で、最も簡単な本部への観測
報告方法は、AAVSOウエブサイトを通した報告
である。そのサイトには、観測者の観測結果を取
得し、自動的にそれらの結果をAAVSOに送信す
るWebObs と呼ばれるシステムが掲載されてい
る。観測者が必要なものと言えば、インタ－ネッ
トに接続できウエブ　ブラウザを立ち上げる事
だけである。観測者がオンラインで観測結果を

図6.1 — WebObs オンラインデ－タ記入画面
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提出する時に、 WebObs は自動的に観測結果を
AAVSOに対応したフォ－マットにする。このシス
テムは、様々なエラ－チェック過程を通して、観
測者がデ－タを正しく入力できるように動作す
る。加えて、観測者が行った観測の完全なリスト
化機能も持ち合わせているので、観測者はいつ
でも、自身のAAVSOデ－タベ－スへの寄与度を
見る事も出来るし、かつ、又はそれをダウンロ－ド
する事も出来る。

WebObs を使用する上での別の利点は他の方
法を使うと多くの処理がかかるのに対して、より
早く利用に供されると言う事である。例えば、激
変光星と異常な振る舞いをしている恒星に関す
る観測結果は「クイック　ルック」ファイルと「光
度曲線作成画面」に提出後何分もかからないう
ちに表示される。こうした観測結果は、同時にま
た MyNewsFlash (37ペ－ジ参照)　の報告書に
も現れる。

WebObs の使用を開始する為に必要な事は、
AAVSOウエブサイト上で登録用紙に必要事項を
記入するだけである。約2-3営業日以内に登録者
は登録の確認とAAVSO観測者頭文字（42ペ－ジ
参照）　が割り当てられた一通の電子メ－ルを
受信する。そうすれば、登録者は、本プログラムが
使用可能になる。数多くの案内書、「よくある質問」

（FAQs）とか登録者向けの援助メニュ－がある。
しかし、殆どの観測者は、直ちに　WebObs を使
用する事が出来ると分かる。読者がインタ－ネッ

トにアクセスできるのであれば、AAVSOのウエ
ブサイト　( http://www.aavso.org/observing/
submit/webobs.shtml )を見て貰い、WebObs を
使うに当たっての説明がそこに掲載されている　

「3-click Tutorial」を覗いて欲しい。

電子メ－ルによるデ－タ提出

もし読者がインタ－ネットにアクセスできな
いが、電子メ－ルの授受ができるのであれば、
AAVSOへ電子メ－ルによるデ－タ提出が次善の
策であるかもしれない。電子メ－ルでは、いつで
もAAVSO本部に報告を提出できる。WebObsと同
様、観測者の全記録は、記録が送付された後10分
以内で「光度曲線作成画面」上か「クイック　ルッ
ク」上で見られる。これら電子メ－ルを介して提
出された記録は、次回発行時からはいつでも　
MyNewsFlash の報告書に掲載される。

変光星観測結果を電子メ－ルで送付する場合、
観測者は最初標準AAVSOフォ－マットで自身の
報告書のテキストファイルを作らなければなら
ない。本報告書はAAVSOにより開発されたソフ
トウエアを使って作成できる。又は自身の方法
で報告書を作り出すように案出しなければなら
ない。その場合でも結果は、全く同一でなけれ
ばならない。この事は非常に重要である。なぜな
ら、標準化されていないフォ－マットで作成され
た観測は受理されないからである。もしも、観測
者が自身でデ－タ記入プログラムを作成しよう
と思うのであれば、その観測者は出力に要請さ

図6.2 — PCObs デ－タ記入画面
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れる更なる詳細を知る上で、AAVSOと連絡を取
って欲しい。一旦、テキストファイルが作成され
たのであれば、それを電子メ－ルにてAAVSOの

「Observations」窓口（ observations@aavso.
org ）に送付して欲しい。観測結果そのものを本
文に直接書き込んで送付しても良いし、添付フ
ァイルとして送付しても良い。5分以内に送付者
は返答を受信する。それは確認の内容であるか
又はデ－タ内にAAVSOが見つけたエラ－に関
する記述である。もしエラ－があれば、そこを訂
正して再送信する。本観測デ－タ自体以外の疑
問ないしコメントは別途　aavso@aavso.org 宛
に送付願いたい。

で出力される報告作成用ソフトウエアを使って
作成して貰いたい。

手書きないしはタイプライタ－でタイプして提
出しようとするのであれば、新会員に手渡され
るキットにある標準AAVSO記録用紙（この用紙
は、AAVSO本部に依頼されれば無料で入手可
能でもある）を使って頂きたい。先々の報告用に
これらの用紙はコピ－を取っておく。この用紙
はAAVSOのウエブサイト( http://www.aavso.
org/observing/submit/obsreportform.shtml 
)からもダウンロ－ドできる。又は、本マニュアル
の45-46ペ－ジに新の報告用紙を掲載している
ので利用されても良い。記入例は44ペ－ジの図
6.3に示されている。

ファクシミリによるデ—タ提出法

AAVSOは又ファックスによる報告も受け付けて
いる。AAVSO本部のファックス番号は：617-354-
0665 である（合衆国とカナダ以外の国からファッ
クスする場合は国識別番号01を先にダイアルす
る必要がある。場合によっては、国際電話を掛け
る為の番号をダイアルする必要があるであろう）。
ファックスで送付されてきたデ－タは、AAVSO本
部のスタッフによってコンピュ－タに入力される
ので、標準AAVSOフォ－マットに従って明瞭であ
りかつ完結している必要がある。こうした報告を
作成するには、デ－タ入力プログラムによって作
成されたファイルを打ち出すか、又はAAVSO変光
星観測報告用紙（45ペ－ジ参照）に手書きして報
告して貰いたい。更に結果が読みやすくする為に
黒のインクを使用して貰いたい。

電話による報告

もし観測者が時期を得たデ－タ報告に寄与したく
（例えば激変光星のアウトバ－スト時とか稀な又

は異常な振る舞いをする恒星等の場合）、かつイ
ンタ－ネットにアクセスできないのであれば、観
測した夜ないしは翌朝に電話により観測結果を
報告できる。こうした観測結果は、一営業日以内
に、AAVSO技術部門スタッフにより「クイック　
ルック」に追加される。

AAVSO標準報告フォ—マット
変光星観測報告を作成し提出する方法がいず
れの方法の場合でも、デ－タはAAVSO報告フ
ォ－マット標準に準拠していなければならない。
WebObs　とAAVSOが作成したデ－タ入力用ソ
フトウエアであれば、こうした形式要請のある部
分は自動的に合致される。

AAVSOデ－タ記入ソフトウエア － PCObs

AAVSOはウインドウズ上で動作するデ－タ記入と
報告フォ－マットのプログラムを作成した。それ
は、PCObsと呼ばれていて変光星観測を記録する
為とAAVSOフォ－マットで毎月報告できるようにす
る為のプログラムである。図6.2は、このデ－タ記入
ペ－ジがどのようなものであるかを示している。こ
のPCObsによって作成されたテキストファイルは電
子メ－ルによって送付しても構わないし、CDまた
はフロッピィディスクにコピ－しても構わない。コ
ピ－は、本部に郵送できるし、又は紙に印刷して郵
送かファックスで送付しても構わない。

無料のPCObsのコピ－を取得するには、AAVSOの
サイトからダウンロ－ドできる。（　http://www.
aavso.org/data/software/pcobsinfo.shtml ）又は
CDコピ－又はディスケットをAAVSO本部と連絡を
取り、受け取る事ができる。このプログラムの取り
扱い説明書はそのファイルと伴に付いてくる。

郵送によるデ—タ提出

記録をAAVSOに報告するもう一つの方法は、
AAVSO本部に郵送する事である。この方法では、
報告は月に一度に限定して欲しい。次の月初めの
出来る限り早い時期に郵送する。住所は：

AAVSO 
49 Bay State Road 
Cambridge, MA 02138 USA

である。

コンピュ－タを所有しているが、電子メ－ルない
しはインタ－ネットにアクセスできない観測者は
観測結果のテキストファイルを作成し、それらを
CDかフロッピィディスクにコピ－して、AAVSO本
部に送付して欲しい。ここで述べているように他
のコンピュ－タを使った報告方法と同様に、ここ
でのデ－タファイルは標準AAVSOフォ－マット
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ヘッダ—情報

適切な文書化を考える場合、提出されるいずれの
報告に対しても、観測者の名前と、完全な住所と、
報告時の年と月と、採用している時間帯（GMAT）
と観測機器は、含まれていなければならない。
観測者がデ－タ報告に　WebObs を使用する場
合、観測者が登録用紙に必要事項を記入する際こ
うした情報は記入時に入力される。登録用紙は、
一度だけ完全に記入されれば良い。こうした必要
事項に変更がある場合、観測入力ペ－ジの下に
位置している「Modify User Setting & Password」
をクリックする。もしも、観測者がAAVSOデ－タ入
力用ソフトウエアを使っているのならば、同じヘッ
ダ－情報にプロンプトを出す。仮に、紙の記録用
紙を使用している場合には、報告用紙の最初の
ペ－ジの頭に変更事項をあまねく書き記す。観測
者の名前、観測者のイニシャル、そして、報告年月
を、記録が記入されている全ての用紙の前面と裏
面に記入する。もしも観測者が自身のイニシャル
が分からないのであれば、観測者イニシャルの部
分を空白にして残す。

AAVSO観測者イニシャルは、AAVSO本部が
最初に観測者から観測結果を受理する時に、
AAVSO本部の技術スタッフが名付ける。一旦、
そのイニシャルが名付けられると、郵送か電子
メ－ルにより、二三週間で観測者に通達される。

一般的な枠組み

（この項は、WebObs ないしは　AAVSO入力プ
ログラム使用者には、不用である。このソフトウ
エアは、これらの案件を自動的に処理するから
である。）

観測した変光星を赤経位置順（00から23時順）
に並べて一覧化する。一変光星に対して一つ以
上の観測をしているのであれば、ユリウス日順
に従って記入する。同一赤経時にある二つ以上
の変光星の場合は、北に位置する変光星から記
入する。例えば、1909+67, 1909+25, 1919-07 の
ようにする。

（変光星の「呼称」に関する更なる情報について
は、17-18ペ－ジを参照。）

報告書が1ペ－ジの場合は、「1/1ペ－ジ」と記
す。数ペ－ジに報告書が亘る場合には、連番を
記す。つまり、1/4ペ－ジ、2/4ペ－ジ、3/4ペ－ジ、
4/4ペ－ジのようにする。分母の数は、報告する
ペ－ジの総数である（この場合は4）。１ペ－ジの
下部には、観測総数を記す。

報告に当たり、黒インク又は黒色のリボンのプリ
ンタかタイプライタを使用する。観測者が鉛筆書
きを好むのであれば、黒くて固い鉛筆を使用して
欲しい。そうすれば、簡単に字がにじむ事がない。
手書きで報告書を作成する場合、明瞭に文字を
書いて欲しい。各変光星間に空きスペ－スを残
さないで欲しい。

呼称

観測された各変光星の呼称は、報告書の第一
番目の列に明記されねばならない。各変光星の
呼称は、未だ報告者が知らないでいるのであれ
ば、各AAVSO変光星星図の左上のコ－ナに記載
されている。古い星図の中には、「+」ないし「－」
サインの代わりに南天の変光星を特定するのに
下線が使われている（例えば　0214-03 の代わ
りに　021403 と表記されている）。観測を報告
する時はいつでも「＋」と「－」サインを使用して
欲しい。（変光星の名称と呼称に関する更なる情
報は17-18ペ－ジを見て貰いたい。）

変光星名

国際天文学連合（IAU）で承認された星座略称
名のみを使用して頂きたい（19ペ－ジの表3.1を
参照）

注意：　AAVSO観測プログラムにおいて（呼称と
変光星名の）最新の恒星表を知るには、AAVSOウ
エブサイト（　http://www.aavso.org/observing/
aids/validation.shtml ）を調べて貰いたい。

ユリウス日とその端数日

観測した日時は、ユリウス日とグリニッジ平均天
文学時（GMAT）のその日の端数で表示して提出
して欲しい。通常のカレンダでもなければ、世界
時でもない。この件に関する詳細はこのマニュア
ルの第4章を見て貰いたい。この規則の唯一の例
外は、もし観測者がWebObs を使うのであれば、
プログラムが自動的に変換するので、世界時の
日時で報告して良い。ユリウス日カレンダは、無
料でAAVSO本部から入手できるし、AAVSOのウ
エブサイトからダウンロ－ドできる。新年のカレ
ンダは、毎年郵送によりAAVSO全会員と活発に
活動しているAAVSO観測者に送付されている。
その年のカレンダは、新会員パッケ－ジの中に
含まれている。

一週間に一度観測されるべきタイプの変光星は
小数点以下1桁までの端数日の精度で報告して
欲しい。晴れた夜毎に観測されるべきタイプの
変光星は、小数点以下4桁までの端数日の精度で
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報告して欲しい。様々の変光星のタイプについて
は、表6.1—必要なJDの精度　を見て欲しい。第
4章の25ペ－ジには、ユリウス日と端数日の算出
の仕方が紹介されている。

等級

眼視観測の場合、光度は小数点以下1桁まで報
告して欲しい。小数点以下2桁の場合は、それら
がAAVSO国際デ－タベ－スに付加される前に
四捨五入されて1桁表示になる。電荷結合素子（
CCD）ないしは光電測光（PEP）観測の場合は、精
度の程度によって光度は、小数点1桁から3桁ま
で報告される。

変光星が見えず、「より以下」の観測を報告する場
合でかつ WebObs 又は　PCObs を使用している
時には、「Fainter-Than」のチェックボックスをクリ
ックして、観測者が見た最も暗い比較星の光度を
入力する。用紙を使って報告する場合は、その光
度の前に「＜」印を書く。例えば、観測者が変光星
を観測して見えなくて、最も暗い比較星の光度が
14.5等級の場合、「＜14.5」と記録する。

光度見積もりに不確実性が存在する場合、その
事を明記する為に「Uncertain」と記されたチェッ
クボックスをクリックし、「Comment」欄に不確実
性の理由を記入する。又は、用紙で報告する場合
は、等級の後にコロン「：」を記入して、「Remarks」
欄にその理由を記入する。

コメント欄

観測者が提出した観測を最良に利用する為と
AAVSO技術スタッフがそのデ－タを評価する為
に観測者がなぜ不確実性にマ－クしたかを知
る事、つまりその観測に影響を与えたであろう
事についてコメントする事は重要な事である。「
コメントコ－ド」と「コメントコ－ドの説明」欄は
観測時に於ける不確実性の原因を説明する為
に使用される。つまり、その欄には、観測条件に
ついてコメントをし、又は使用機器ないしは使
用したフィルタ－を明記する。用紙で報告する
場合は、これらに該当する欄は、それぞれ「Key」と

「Remarks」である。

45ペ－ジの表6.2には、コメントコ－ドの種類とそ
れらの意味が掲載されている。

比較星の等級

観測に利用された比較星の等級は報告書内の 「
Comparison Stars」欄に明記して貰いたい。各観
測に利用された比較星の等級を記入する事は非
常に重要である。比較星の等級を記入する際には
小数点を入れる必要がない。（例えば　98, 101, 

106 とかのようで良い。）変光星領域に同一等級
値の比較星が複数存在する場合には、等級値に
利用した比較星の方向を添える。そうすると、観
測者がどの恒星を利用したのかがはっきりする（
例えば　83, 88NE, 92 ）。

星図

デ－タに含まれるAAVSOファインダ星図の改訂
版と比較星の配列から発生する混乱を回避する
目的で、そして観測者が使用するかも知れない
非AAVSO星図の採用と比較星の配列から生じる
混乱を回避する目的で、星図欄に、報告されてい
る各観測での光度決定を行った基になる使用さ
れた星図の源とその星図の発行日を記入する事
は基本である。星図に発行日の日付が複数ある
場合、最新日を記入する。もし観測者がAAVSOの
観測プログラムにない変光星の観測結果を報
告する場合には、その観測者は使用した星図の
コピ－と比較星の配列を送付して欲しい。報告
する観測者はこうした情報なしにはAAVSO国際
デ－タベ－スに報告された観測結果が付加され
ない事を知っておいて欲しい。

AAVSO本部に送付する前に、自身の報告を二重
チェックして頂きたい！

表6.1—JDに必要な精度

	 変光星のタイプ	 ….の小数点以下桁数
	 	 までのJD	

 ケフェウス型 小数点以下4桁
 こと座RR型 小数点以下4桁
 おうし座RV型 小数点以下1桁
 長周期型 小数点以下1桁
 半規則型 小数点以下1桁

 激変光星型 小数点以下4桁
 共生型* 小数点以下1桁
 極大期のかんむり座R型* 小数点以下1桁
 極小期のかんむり座R型 小数点以下4桁

 食連星系 小数点以下4桁

 回転星 小数点以下4桁

 不規則型 小数点以下1桁
 変光星と疑われる恒星 小数点以下4桁

*注意：　共生型変光星とかんむり座R型の変光星
は、恐らく微少でかつ短周期の変光を示すものと思
われる。もし観測者がそうした現象を探求する事に
興味があるのであれば、晴れた夜は毎晩観測して、
小数点以下4桁の精度のJDで報告願いたい。
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図6.3 — AAVSO報告例
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表6.2 — AAVSO報告のコメント欄に使用する略号

以下に示すコメントコ－ドは、AAVSO報告用紙では、「Key」欄で使われ、電子報告の場合には、「Comment Code」
欄に記入する。必要に応じて、１コ－ド以上を使用しても良い。その場合アルファベット順に記入願いたい。こう
したコ－ドは、報告者のコメントの一般的な案内を提供する。報告する内容の明確な趣旨を反映するものでは
ない。例えば、もし報告者が「Comment Codes Explained」欄に「月齢12の月が近傍にある」と書き込む場合、「
M」（月を表現している）とだけ記入する。

： 不確実性が存在
？ (この記号は使用しないように）
A AAVSO　星図使用
B 夜空は明るかった。光害があり。薄明時
F 異例な方法で光度見積もりを実施（焦点外、眼視測光　等）
G AAVSO星図以外のGuide Star Catalog 光度を使用
H かすみ、もや、霧　が存在
I 恒星の特定が不確実
J Hipparcos 光度を使用、AAVSO星図不使用
K 別の光度表を使っての観測、AAVSO星図不使用、その光度表の明記
L 低空での観測、水平線近く、木々とか障害物有り
M 月が有り、光度測定に障害となっている
N 角度、位置角
O 「他のコ－ドでは表現できない事項」コメントの場合に使用－このコ－ド使用の場合説明が必要
R 色に関するコメント
S 比較列に関するコメントないしはその問題；補間法
T Tycho 光度を使用している。AAVSO星図不使用
U 雲が存在
V 極限等級近く、やっと見える領域
W 天気、風、一般的に悪いシ－イング状況下での観測
Y 恒星の活動が活発　－　爆発時、減光時、フレア発生、異常な振る舞い
Z 光度決定に誤りが存在する可能性があり、観測者が疲労している

以下の多文字コメントコ－ドは、AAVSO報告用紙では、「Key」欄に記入され、電子報告の場合には「Comment 
Code」欄に記入される。報告者が１文字コ－ドと同時にこれら多文字コ－ドを使用する場合、両者の間には空
白を挿入する。

BLUE 観測に青色フィルタ－を使用
CCD フィルタ－を介さない電子電荷素子を使用
CCDB ジョンソン　青色フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCDI カズンズ　赤外フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCDK K　フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCDO オレンジフィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCDR カズンズ　赤色フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCDU ジョンソン　紫外フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCDV ジョンソン　眼視フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
CCD-IR IR遮断フィルタ－を介して電子電荷素子で観測
COMB 核領域と星雲領域を合わせた観測
CR フィルタ－無しの電子電荷素子で観測、光度はR列に準拠
CV フィルタ－無しの電子電荷素子で観測、光度はV列に準拠
GREEN 緑フィルタ－を介して観測
NUC 核領域の観測
PEPB ジョンソン　青色フィルタ－を介して光電測光
PEPH Hフィルタ－を介して光電測光
PEPJ Jフィルタ－を介して光電測光
PEPV 可視領域の光電測光
PTG 写真観測
PV 写真眼視観測
RED 赤色フィルタ－使用
YELLOW 黄色フィルタ－使用
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0533+37のおうし座RU星であろうか？
問題点：蓄積されている観測記録の中の多くには、二
つの異なる変光星に対して同一の恒星名と呼称が使
用されている。このような問題が生じる一般的な原因
として、(1)　観測報告者が報告用紙内で、先にに記
された呼称と変光星名を使ってしまったり、(2) 呼称に
誤った文字が使われているか、別の呼称になっている
か、(3)　ある変光星を考えながら、その変光星名を記
述せずに別の変光星名を記述してしまっている
例えば、WX Cet と　WX Cyg ）

AAVSOデ－タが吟味の過程で、AAVSO技術スタッフと
ディレクタは数種の過ちに出会った。それらは、探知さ
れ修正される－この工程には巧みな捜査技術、優れた
演繹を行う頭脳とそして頑強なねばり強さが要請され
る。シャ－ロック　ホ－ムズの著者のア－サ　コナン
ドイル卿に敬意を払ってここにバ－チ通りの不規則
性として知られる探偵の多くの成功物語の幾つかを
紹介する。こうした機会は一方で又新たな観測者に
前任者達が経験した一般的な落とし穴に関する知見
を提供するであろう。

はくちょう座U星の「境界線」上の
デ－タ点は良くも悪くも見える。

観測報告を検証して分かる事は、はくち
ょう座Ｕ星のみならず全報告のユリウス
日ヘッダ－に書かれている年月を見ると

奇妙な案件：呼称と恒星名
が合致しない！どちらの変光
星を報告するつもりでいた
のであろうか？　0533+26　
のおうし座RR星かそれとも

原本の記録にある、
「0533+37」に従った位置

では、疑問が湧く。

しかし、観測報告のもう一つに同定される、お
うし座RR星として図示すれば、観測光度は、

合致する。

変光星名と呼称の不一致に
関するここでの問題では、観
測者がはくちょう座カイ星を
記録したつもりが、デ－タ入
力技術者がギリシャ文字のカ
イ、χを　「X」と読み違えた場
合の誤謬である。
この件の問題解決策：常にギリシャ文字名
をアルファベットで記入する。（例えば：β 
Perと書かずに、beta Per と書く。）

バ－チ通りの不規則性：
AAVSOデ－タ記録に発見され、解決された謎の

数々
著： サラ　J　ベック、マイケル　サラディガ、

ジャネット　A　マッティ、そしてAAVSO　技術スタッフ
（　1994年春のAAVSO総会で発表された論文から改作　）

踊るデ－タの冒険

300日以上ずれていた。報告に見られる年のJDカレン
ダ－をその年の一年前と比べてみると、観測者が前年
のカレンダ－を使用している事が明らかになった。

同定問題

ギリシャ文字に関わる事件


